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トレーサビリティ・システム普及啓発地域セミナーを開催

消費者の信頼を確保するため、ユビキタ
スコンピューティング技術等の情報処理技
術を活用して開発されたトレーサビリティ
・システムの普及・啓発を図るとともに、
安全な農産物の生産を確保するための適正
農業規範（Ｇood Ａgricultural Ｐractic
e、通称：ＧＡＰ）の普及を図ることによ
り、より確実に、効率的にトレーサビリテ

ィ・システムに取り組むことを目的として、去った２月７日（水）に那覇市内において
（ ） 「 」社 農協流通研究所との共催で トレーサビリティ・システム普及啓発地域セミナー
を開催しました。

また、翌日（８日）には、適正農業規範（ＧＡＰ）のチェックリストの作成を通じ、
ＧＡＰの実践を体験してもらうために、八重瀬町において「農業生産現場におけるＧＡ
Ｐチェックリスト作成演習」を実施しました。

本セミナーにおいては、最初に農林水産省の植木企画官が「消費者の信頼と食品のト
レーサビリティ」について、ＮＰＯ法人日本ＧＡＰ協会の田上理事長が 「食品安全のた、
めのＧＡＰと危機管理としてのトレーサビリティ」について、講演を行いました。

続いて行われた事例紹介では （株）マルケイ青果市場の古川次長（あぶくまＧＡＰ推、
進会事務局長）より「あぶくまＧＡＰ推進会の挑戦～２１世紀、農家と市場が持続して
いくために～ 、全日食チェーン商業協同組」
合連合会の齋藤顧問理事より「携帯音声入力
による生産者・事業者・消費者にやさしい食
の安全・安心システム開発実証 、日本トレ」
ーサビリティ協会の大松技術顧問より「ＵＣ
ＯＤＥの効果的普及手法の構築及びＨＡＣＣ
Ｐ導入とタイアップした農畜水産（加工品）
への機動的マーキング技術等の開発」と題し
て、事例発表が行われました。

最後に講師とフロアーとの活発な意見交換
が行われました。

８日に実施したＧＡＰチェックリスト作成
演習では、セミナーで講演していただいたＮ
ＰＯ法人日本ＧＡＰ協会田上理事長の指導に
より、ＪＡおきなわ具志頭支店ピーマン専門
部会員の喜屋武均氏の圃場とＪＡおきなわ具
志頭支店のピーマン選果場を事例に挙げ、播
種から収穫、選果・出荷まで農業生産の全行
程におけるリスクとその対策を具体的に検討
し、チェックリストを作成して実践する方法
等について研修しました。

（消費・安全課 食品情報係、生産安全係 ８６６－０１５６）


